
先週の木曜日は、第２回目

の水泳記録会でした。たくさ

んの保護者の皆様にご覧いた

だいたように、子ども達は日

頃の練習の成果を出そうと精

一杯頑張っていました。

第１回目の記録と比較でき

る子ども１９名について見る

と、３種目とも記録を更新し

た者が９名、２種目の記録を

更新した者が９名、１種目の

記録を更新した者が１名とい

う結果でした。毎回記録会を

する度にどんどん記録が良く

なるかというと、決してそう

はいきません。上級コースに

なるほど記録の伸びは限られ

てきます。それでも、自己ベ

ストを目指して全力で取り組

むことに、記録会を開く意味

があるのだと考えています

今回が初めての記録会とい

う子ども達も、本当によく頑

張っていたと思います。水そ

のものを恐れていた子どもが、

水の中で楽しめるようになっ

たり、プールの壁から離れら

れなかった子どもが自分の力

で浮いたり進んだりできるよ

うになったり、その進歩には

めざましいものがあります。

メダカコース(初心者)の目

標は、まずはクロールで２５

ｍを泳げるようにすることで

す。今回もそこを目指して一

生懸命練習してきました。記

録会の前週の練習では、今ま

で２５ｍ泳げなかったうちの

何人もが泳げるように上達し

ていました。ところがいざ記

録会となると、この前泳げた

のに途中でロープにつかまっ

てしまうという場面も見られ

ました。

これが水泳の難しさなのだ

と思いました。頑張ろうとす

るあまり力が入り過ぎ、水に

のるということができなくなっ

てしまったのです。力が入り

過ぎると、身体が重くなり水

の中で沈んでいきます。その

ために顔を上げたとき水を飲

んでしまったり、上級者でも

記録が落ちたりすることにつ

ながっていきます。

水の中でリラックスし、力

強さ以上に水にのって泳ぐ感

覚を身につけるには、やはり

相当な練習時間が必要です。

しかしドーハ日本人学校では、

年間を通して水泳ができる環

境にあり、誰もにそういう感

覚を身につけさせることがで

きるよう、これからさらに頑

張っていきたいと思います。
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メダカコースも頑張りました

休日を利用し日本人会有志

の方々が、学校を会場にバン

ド練習をしておられます。昨

日は２回目となる練習を、ホー

ルを使ってされていました。

休日の娯楽が見つけにくいこ

の国ですから、学校施設をこ

うして皆さんのお役に立てる

ことができれば、とても良い

ことではないかと思います。

これまでも、定期的に図書

室の本を借りに見える方がお

られますが、もっと多くの方

が日本人学校を利用されるよ

うになればと思います。

いろいろな方のお世話によっ

て成り立っているのが日本人

学校です。少しでも皆さんの

お役に立てるように活用でき

ればよいと考えています。

学校施設の活用

いよいよ記録会が始まります

多くの子どもが記録を伸ばしました

熱のこもった練習でした



昨日の全校集会では、国旗

(日の丸)のことについて話し

ました。なぜこの話をするこ

とにしたかというと、昨年か

らずっと玄関横のポールに掲

げていた国旗がぼろぼろになっ

てしまい、いよいよ新しいも

のに替えなければならなくなっ

たからです。実はすでに２週

間ほど前に新しいものと取り

替えていたのですが、そのこ

とを話す良い機会がなかった

ということもあります。

子ども達に真新しい国旗と、

色があせて黒ずみ、端からか

なりの部分がちぎれてなくなっ

てしまっていた国旗とを見比

べてもらいました、みんなそ

の違いに驚いたようでした。

１年以上もドーハ日本人学校

に掲げられていた国旗です。

どんなに古くぼろぼろになっ

ていても、この旗にはずいぶ

んお世話になったんだという

ことを話しました。

おそらく旧ドーハ日本人学

校の校舎にも、この旗は掲げ

られていたものだと思われま

す。大使館の倉庫に預けられ

ていたものの中にこの国旗も

含まれていましたが、見つけ

たときにはすでにかなり色あ

せていたのです。私は旗の色

に歴史の重みのようなものを

感じました。

それから日の丸の意匠につ

いて説明しました。縦と横の

長さの比が２：３であること。

中央部の赤い円：日章の直径

は、縦の長さの５分の３になっ

ていること。現在は、その日

章が布地の中央に置かれてい

ることなどを話しました。

「現在は」というのはどうい

うことかと言うと、長らく慣

行として日章が中央からわず

かに１００分の１旗竿側に近

づけたものが使用されてきた

ということです。ほとんど分

からないほどの違いですが、

風にはためくときの見栄えは

日章が旗竿によっている方が

美しいとされていました。

日本を離れて生活するもの

にとって、日の丸は最も日本

と日本人であることを意識す

る旗なのは間違いのないもの

と思います。その旗を大切に

思う気持ちを養うことは、や

はり重要なことだと考えます。
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真新しい国旗がはためいています

明日から５日間の連休にな

ります。お出かけされる方も

多いと思いますが、安全で楽

しい休みになればと思います。

十分に楽しんでいただくこ

とと合わせ、体調を崩してい

る子が多くいましたので、ゆっ

くりと休養し、来週からまた

元気で登校できるようにご配

慮いただけたらと思います。

有意義な休みになりますよ

うお祈りしております。

明日からお休みです

こんなに色あせ破れてしまいました 日章旗の制式(サイズ等の決まり)

○生活安全委員会から、今月の

生活目標「言葉遣いに気をつけ

よう」について説明がありまし

た。少し言葉遣いが乱れている

ようだとの指摘があったので、

みんなで気をつけていきたいも

のだと思います。

○昼食美化委員会から、昼食の

とり方の工夫について提案され

ました。担任の先生が入れ替わっ

て昼食をとるという楽しいアイ

デアが紹介され、その実施が楽

しみになりました。

○生徒会執行部から、靴の整頓

について呼びかけがありました。

低学年の整頓が良くて、上学年

の方があまり良くないので気を

つけようということでした。

委員会の連絡から


